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東日本大震災で保護者を

亡くした遺児を応援する

「毎日希望奨学金」を受け

付けています。

■郵便振替 毎日新聞東京社会事業団

（00120076498） 奨学金 と明記して

ください。

■現金書留 〒100― 東京都千代

田区一ツ橋１の１の１、毎日新聞東京社

会事業団「奨学金」係。

■銀行振り込み 三菱東京ＵＦＪ銀行東

京営業部(普通0422292)口座名は毎日新

聞東京社会事業団希望奨学金。振込手数

料は金融機関でご確認ください。

※銀行振り込みの場合、領収書や紙面

掲載をご希望の方は、その旨を明記して

住所、氏名、電話番号を書き、振込用紙

の写しを添えて郵送かファクス(033213

6744）で東京社会事業団へお送りくだ

さい。匿名希望の方は明記してください。

問い合わせは同事業団（0332132674）。

気温と湿度 日

(

)

最高は 時まで、最低は前日 時か
ら９時まで。天気・湿度は 時現在

東京
札幌
青森
盛岡
仙台
秋田
山形
福島
前橋
宇都宮
水戸
銚子
熊谷
横浜
長野
新潟
甲府
静岡
名古屋
大阪
広島
福岡
鹿児島
那覇

最高(平年) 最低(平年)湿度
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28.329.325.123.0 66 曇
21.524.216.116.4 63 曇
25.625.717.517.3 55 曇
26.025.615.517.0 49 晴
26.126.118.519.6 62 晴
25.326.516.418.8 56 曇
27.127.519.418.4 57 晴
26.927.820.519.8 63 曇
25.728.922.520.9 84 曇
24.728.522.320.5 93 雨
24.527.722.720.3 78 曇
26.227.023.622.3 76 曇
25.129.622.521.4 90 曇
28.428.824.722.5 73 晴
26.128.118.419.0 63 晴
26.028.122.221.2 65 晴
33.330.423.721.1 49 晴
31.229.623.522.5 74 晴
31.930.821.122.6 45 晴
30.331.421.323.6 55 晴
28.530.820.422.7 60 曇
31.129.920.823.0 62 曇
31.031.422.124.2 57 曇
30.430.923.826.1 61快晴

■別の強盗致傷容疑で少年書類送検

広島県警などは６日、広島県呉市の山

中で少女( )が殺害された事件で、強盗

致死などの非行内容で広島家裁に送致さ

れた鳥取県米子市の少年( )を、別事件

の強盗致傷容疑で広島地検に書類送検し

た。送検容疑は、４月 ～ 日、瀬戸大

平被告( )‖強盗致死罪などで起訴‖ら

と共謀し、自宅などで米子市の無職少年

( )に殴る蹴るの暴行を加え約３週間の

けがをさせ、６万5000円を奪ったとされ

る。「間違いありません」と容疑を認め

ているという。また広島地検は６日、強

盗殺人などの非行内容で広島家裁に送致

された６人の少年審判に、検察官が立ち

会うことを明らかにした。

■利根川水系の取水制限を一時解除

国土交通省関東地方整備局（さいたま

市）や流域の６都県などでつくる利根川

水系渇水対策連絡協議会は、流域全体で

降雨が続いたことなどを受け、７月 日

から実施していた ％の取水制限を、６

日午後５時から一時的に解除した。

協議会は「貯水量が抜本的に改善した

わけではない」としており、今後の雨の

状況によっては再び取水制限を検討する

可能性もあるという。

関東地方整備局によると、利根川水系

のダム８カ所の総貯水量は６日午前０時

現在、１億7285万立方㍍で、平均貯水率

は ％。降雨により、利根川流域の水量

が増えたことや、９月は７、８月に比べ

て、農業用水をはじめ全般的に水の需要

が減ることなどから、今回の措置を決め

たという。利根川水系のダムは、茨城、

栃木、群馬、埼玉、千葉、東京の６都県

に水を供給している。

２
０
１
３
・
９
・
７

戸
口
ま
で
星
下
り
て
ゐ
る
星
月
夜

鷹
羽

狩
行

句集 十七恩(角川書店)から引

いた 年生まれのこの俳人は

妻と寝て銀漢の尾に父母います

みちのくの星入り氷柱われに呉

れよ」などの句によって登場した。

銀漢は天の川 つまり 狩行は一貫

してロマンチックな星の句を作っ

てきた。「枝折らば星のこぼれむ

枯木星」も「十七恩」にある句。

今夜、晴れれば星月夜である。

再婚禁止期間短縮も期待

「
無
戸
籍
児

解
消
を
」

鳩
山
邦
夫
法
相
（
右
端
、
当
時
）

に
「
３
０
０
日
規
定
」
の
是
正
を

求
め
る
「
無
戸
籍
児
家
族
の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
ら
。
い
ま
だ
法
改
正

に
は
至
っ
て
い
な
い
‖
２
０
０
８

年
５
月
、
塩
入
正
夫
撮
影

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

「
ど
ん
な
状
況
で
生
ま
れ

て
も
子
供
は
平
等
」
。
京
都

市
の
柴
田
ゆ
か
り
さ
ん
(

)

は
、
婚
外
子
の
相
続
格
差
を

違
憲
と
し
た
４
日
の
最
高
裁

決
定
に
意
を
強
く
し
た
。
次

男
(
９
)
は
５
年
前
ま
で
「
無

戸
籍
児
」
だ
っ
た
。

借
金
が
原
因
で
前
夫
と
別

居
。
話
し
合
っ
て
離
婚
届
を

託
し
た
後
、
現
夫
と
の
子
を

妊
娠
し
た
。
し
か
し
、
前
夫

は
離
婚
届
を
放
置
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
離
婚
は
成
立

し
た
も
の
の
、
「
離
婚
後
３

０
０
日
以
内
に
生
ま
れ
た
子

は
前
夫
の
子
と
推
定
す
る
」

と
し
た
民
法
７
７
２
条
で
、

生
ま
れ
て
く
る
子
は
前
夫
の

子
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
出
生

届
は
出
せ
な
か
っ
た
。

「
こ
の
子
は
存
在
し
な
い

子
な
の
？

私
に
何
か
あ
っ

た
ら
誰
が
守
る
の
？
」
。
２

０
０
８
年
４
月
、
仲
間
と
「
無

戸
籍
児
家
族
の
会
」
を
つ
く

り
、
国
に
「
３
０
０
日
規
定
」

の
是
正
を
申
し
入
れ
た
。
最

高
裁
は
同
年
６
月
、
妊
娠
時

に
前
婚
の
破
綻
が
明
ら
か
な

場
合
は
、
前
夫
の
関
与
な
し

に
調
停
で
現
夫
の
子
と
認
め

ら
れ
る
と
周
知
。
や
っ
と
戸

籍
を
得
た
。

だ
が
、
民
法
の
規
定
自
体

は
残
り
、
今
も
同
じ
境
遇
の

母
親
か
ら
悩
み
を
聞
く
。「
も

う
犠
牲
に
な
る
子
供
を
出
さ

な
い
で
」
と
柴
田
さ
ん
は
訴

え
る
。

◇

◇

岡
山
県
総
社
市
の

代
女

性
は
、
暴
力
を
振
る
う
前
夫

と
別
居
し
、
１
年
以
上
の
裁

判
を
経
て
離
婚
し
た
。
離
婚

成
立
前
に
知
り
合
っ
た
現
夫

と
の
婚
姻
届
は
な
か
な
か
出

せ
な
か
っ
た
。
民
法
が
女
性

の
再
婚
禁
止
期
間
を
６
カ
月

と
定
め
て
い
る
た
め
だ
。

「
幸
せ
を
早
く
形
に
し
た

か
っ
た
。
暴
力
に
耐
え
た
被

害
者
が
法
律
に
も
苦
し
め
ら

れ
な
い
と
い
け
な
い
の
？
」。

再
婚
禁
止
期
間
の
規
定
は
違

憲
だ
と
し
て

年
に
提
訴
し

た
。
１
、
２
審
は
敗
訴
し
た

が
、
代
理
人
の
作
花
知
志
弁

護
士
は
「
全
員
一
致
で
相
続

格
差
を
違
憲
と
し
た
最
高
裁

が
審
理
す
る
の
は
追
い
風
」

と
上
告
審
に
期
待
す
る
。

◇

◇

戦
前
の
家
制
度
の
尾
を
引

き
ず
っ
て
き
た
民
法
。
法
制

審
議
会
は
１
９
９
６
年
、
婚

外
子
の
相
続
格
差
の
撤
廃
▽

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入
▽

女
性
の
再
婚
禁
止
期
間
の
短

縮
｜
｜
な
ど
の
改
正
を
答
申

し
た
が
、実
現
し
て
い
な
い
。

結
婚
や
家
族
の
形
は
多
様
化

し
、
国
民
の
意
識
も
時
代
と

と
も
に
変
わ
る
。
家
族
を
巡

る
法
律
も
見
直
し
を
迫
ら
れ

て
い
る
。

【
石
川
淳
一
】

◇
囲
碁
名
人
戦
七
番
勝
負

第
１
局
（
５
、
６
日
）

○
山
下
敬
吾
名
人
（
１
７

２
手
・
白
番
中
押
し
）
●
井

山
裕
太
本
因
坊
‖
山
下
１
勝

福
島
反
発「
差
別
的
だ
」

竹田理事長

ＩＯＣ総会出席のため、ブエ

ノスアイレスに到着した高円

宮妃久子さま‖４日、共同

【
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
竹
内
良
和
、
小
坂
大
】
大

詰
め
を
迎
え
た
２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
の
招
致
レ
ー

ス
で
、
７
日
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ

Ｃ
）
総
会
に
出
席
す
る
高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
の
存
在

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
海
外
の
関
係
者
は
「
プ
リ
ン

セ
ス
」
の
登
場
が
東
京
に
プ
ラ
ス
に
働
く
と
予
想
。

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
の
汚
染
水
問
題
で
守
勢
に

立
つ
東
京
の
招
致
団
も
期
待
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い

る
。
「
久
子
さ
ま
の
出
席
は
東
日
本
大
震
災
支
援
の

お
礼
の
た
め
で
、
招
致
活
動
で
は
な
い
」
と
い
う
日

本
政
府
の
見
解
は
、
現
地
で
か
す
ん
で
い
る
。

（
３
面
に
質
問
な
る
ほ
ド
リ
）

「
効
果
は
限
定
的
」指
摘
も

久
子
さ
ま
は
英
国
留
学

の
経
験
が
あ
り
、
語
学
が

堪
能
。
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
の
名
誉
総
裁
を
務
め
る

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
界
と
の
関

わ
り
も
深
い
。
４
日
に
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
入
り
し

て
か
ら
は
市
内
で
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員
と
面
会
を
重
ね
て
お

り
、
７
日
の
総
会
で
は
東

京
の
持
ち
時
間
の
冒
頭
３

分
程
度
を
使
っ
て
震
災
支

援
へ
の
謝
辞
を
述
べ
る
予

定
だ
。

五
輪
の
開
催
都
市
を
投

票
で
決
め
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員

の
中
に
は
王
族
も
お
り
、

他
国
の
王
族
や
皇
室
に
も

親
し
み
や
敬
意
を
持
っ
て

い
る
と
さ
れ
る
。
欧
米
の

Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
の
一
人
は
、

久
子
さ
ま
の
登
壇
が
東
京

の
得
票
を
伸
ば
す
可
能
性

が
あ
る
と
み
る

｢
東
京
は

ロ
ビ
ー
活
動
で
も
彼
ら
な

り
に
よ
く
や
っ
て
い
る

し
、
プ
リ
ン
セ
ス
も
来
る
。

あ
と
は
個
人
的
な
つ
な
が

り
を
ど
れ
だ
け
増
や
せ
る

か
だ
」

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
内
部
事
情
に

詳
し
い
海
外
メ
デ
ィ
ア
の

ベ
テ
ラ
ン
記
者
も
「
皇
族

の
出
席
は
望
ま
し
い
」
と

受
け
止
め
る
。
た
だ
ラ
イ

バ
ル
の
マ
ド
リ
ー
ド
も
フ

ェ
リ
ペ
皇
太
子
を
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
に
起
用
す
る
予
定

で
「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
に
訴
え

か
け
る
効
果
は
、
そ
れ
ほ

ど
劇
的
で
は
な
い
の
で

は
」
と
の
見
方
を
示
す
。

東
京
の
関
係
者
の
間
で

は
、
汚
染
水
問
題
の
マ
イ

ナ
ス
ム
ー
ド
を
久
子
さ
ま

の
ス
ピ
ー
チ
で
変
え
た
い

と
の
期
待
が
高
ま
る
。
猪

瀬
直
樹
都
知
事
は
「
宮
内

庁
に
随
分
働
き
か
け
て
き

た
。
結
果
と
し
て
、
高
円

宮
妃
の
本
番
で
の
登
場
と

い
う
良
い
形
を
作
れ
た
。

思
い
の
丈
を
述
べ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
、
都

幹
部
の
一
人
も
「
日
本
の

皇
室
は
人
数
が
少
な
く
、

総
会
出
席
は
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
。
こ
ち
ら
が
思
う

以
上
に
海
外
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委

員
へ
の
ア
ピ
ー
ル
力
が
あ

る
の
で
は
」
と
語
る
。

久
子
さ
ま
の
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
訪
問
は
８
月
に

発
表
さ
れ
た
が
、
当
初
は

Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
に
は
参
加
し

な
い
と
さ
れ
て
い
た
。「
皇

室
の
政
治
活
動
を
制
限
し

て
い
る
憲
法
に
反
す
る
の

で
は
」と
の
指
摘
が
あ
り
、

宮
内
庁
の
風
岡
典
之
長
官

は
今
月
２
日
の
記
者
会
見

で
「
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

も
ご
案
じ
に
な
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

か
」「
前
例
と
は
し
な
い
」

な
ど
と
言
及
。
一
方
、
４

日
に
現
地
入
り
し
た
下
村

博
文
・
文
部
科
学
相
は

「
平
和
的
な
祭
典
の
五
輪

で
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体

制
の
中
で
の
自
然
な
形
の

ご
協
力
。
ス
ポ
ー
ツ
利
用

と
い
う
言
い
方
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
政
治
の

問
題
で
は
全
然
な
い
」
と

述
べ
た
。

記
者
会
見
で
福
島
の
原
発
に
つ
い
て
の
質
問
を
聞
く

竹
田
恒
和
東
京
招
致
委
員
会
理
事
長
‖
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
で
４
日
、
梅
村
直
承
撮
影

２
０
２
０
年
夏
季
五
輪

開
催
を
目
指
す
東
京
招
致

委
員
会
の
竹
田
恒
和
理
事

長
が
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
で
４
日
開
い
た
記
者
会

見
で
東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
事
故
に
つ
い
て
「
東

京
は
水
、
食
物
、
空
気
に

つ
い
て
も
非
常
に
安
全
な

レ
ベ
ル
。
全
く
懸
念
は
な

い
」
「
福
島
と
は
２
５
０

㌔
離
れ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。福
島
県
民
か
ら
は
「
東

京
が
安
全
な
ら
い
い
の

か
」
「
差
別
的
だ
」
と
反

発
の
声
が
出
て
い
る
。

「
『
東
京
は
安
全
』
と

強
調
す
る
の
は
『
福
島
の

現
状
は
ひ
ど
い
』
と
認
め

る
と
い
う
こ
と
。な
ら
ば
、

な
ぜ
２
年
半
も
の
間
、
ひ

ど
い
福
島
を
放
置
し
て
き

た
の
か
。
ば
か
に
し
て
い

る
」福

島
市
か
ら
東
京
都
練

馬
区
に
自
主
避
難
し
て
い

る
主
婦
、
二
瓶
和
子
さ
ん

(

)
は
憤
る
。

会
社
員
の
夫
は
福
島
に

残
り
、
幼
い
娘
２
人
を
抱

え
生
活
を
続
け
て
い
る
。

安
倍
晋
三
首
相
は
五
輪
招

致
の
訴
え
に
臨
む
が
、
二

瓶
さ
ん
は
汚
染
水
問
題
を

挙
げ
「
解
決
に
は
時
間
が

か
か
る
。
先
に
や
る
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
批
判
す
る
。

福
島
県
川
内
村
か
ら
同

県
田
村
市
に
避
難
し
て
い

る
吉
岡
清
さ
ん
(

)
は

「
東
京
で
（
五
輪
を
）
や

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

は
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も

「
県
外
に
避
難
し
た
際
、

福
島
と
い
う
だ
け
で
差
別

的
な
発
言
を
受
け
た
と
き

と
同
じ
よ
う
な
思
い
が
す

る
。
原
発
の
電
気
は
東
京

に
送
っ
て
い
た
の
に
」
。

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組

合
（
同
県
相
馬
市
）
の
佐

藤
弘
行
組
合
長
も
「
『
絆
』

や
『
復
興
』
と
き
れ
い
事

を
言
っ
て
も
、
腹
の
中
で

は
そ
う
思
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
。
東
京
だ
け
安

全
だ
と
い
う
の
は
お
か
し

い
」
と
語
っ
た
。

全
住
民
が
避
難
し
た
ま

ま
の
同
県
浪
江
町
の
駅
前

通
り
。
避
難
先
の
福
島
市

か
ら
、
営
業
し
て
い
た
書

店
の
様
子
を
見
に
来
た

郡

有

二

さ

ん
(

)
は

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
に

や
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
ね

え
か
。
こ
こ
は
時
間
が
止

ま
っ
た
ま
ま
だ
…
…
」と
、

た
め
息
を
つ
い
た
。

久子さまＩＯＣ総会出席

海外関係者「得票増に」
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慈
恵
論
文
撤
回
で

ノ
社
が
｢
お
わ
び
｣

バ
ル
サ
ル
タ
ン
試
験

降
圧
剤
バ
ル
サ
ル
タ
ン

（
商
品
名
デ
ィ
オ
バ
ン
）

の
臨
床
試
験
疑
惑
で
、
英

医
学
誌
ラ
ン
セ
ッ
ト
が
東

京
慈
恵
会
医
大
の
論
文
を

撤
回
（
取
り
消
し
）
し
た

こ
と
を
受
け
、
販
売
元
の

ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ

は
６
日
、
「
本
論
文
を
引

用
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
販
売
促
進
）
を
行
っ
て

き
た
こ
と
を
心
よ
り
お
わ

び
し
ま
す
」
と
す
る
コ
メ

ン
ト
を
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
た
。

ま
た
慈
恵
医
大
も
同

日
、
「
事
実
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
透
明
性
・
公
正

性
・
中
立
性
の
高
い
臨
床

研
究
の
実
現
な
ら
び
に
信

頼
回
復
に
努
め
た
い
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し

た
。

【
八
田
浩
輔
】

予
防
接
種
で
支
障
171
人

子
宮
頸
が
ん

文
科
省
が
中
高
生
調
査

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
後
に
痛
み
を
訴
え

る
声
が
出
さ
れ
て
い
る
問

題
で
、
予
防
接
種
後
に
症

状
を
訴
え
学
校
や
部
活
動

を
欠
席
す
る
な
ど
し
た
中

高
生
が
、
２
０
１
２
年
度

に
１
７
１
人
い
た
こ
と

が
、
文
部
科
学
省
の
６
日

ま
で
の
調
査
で
分
か
っ

た
。
学
校
の
調
査
結
果
が

ま
と
ま
る
の
は
初
め
て
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

を
め
ぐ
っ
て
は
、
副
作
用

の
訴
え
が
相
次
ぎ
、
厚
生

労
働
省
の
検
討
部
会
が
６

月
に
接
種
勧
奨
を
一
時
中

止
し
て
い
る
が
、

〜

歳
の
女
子
は
定
期
接
種
の

対
象
の
ま
ま
と
さ
れ
て
い

る

文
科
省
は
同
月

全
国

の
国
公
私
立
の
中
学
、
高

校
、
特
別
支
援
学
校
計
約

１
万
６
７
０
０
校
（
女
子

生
徒
数
約
３
４
０
万
人
）

に
質
問
状
を
送
り
、
全
校

か
ら
回
答
を
得
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
生

徒
で
、
体
や
頭
の
痛
み
な

ど
の
症
状
を
訴
え
て

年

度
中
に
計

日
以
上
欠
席

し
た
女
子
生
徒
は

人
。

体
育
の
授
業
や
部
活
動
を

計

日
以
上
休
ん
だ
の
が

人
。
欠
席
が

日
未
満

の
場
合
や
、
通
学
は
し
て

い
る
も
の
の
症
状
を
訴
え

た
例
な
ど
が

人
だ
っ

た
。
現
在
も
欠
席
が
続
く

な
ど
「
学
校
生
活
の
改
善

な
し
」
と
さ
れ
た
の
は

人
。

人
が
回
復
し
、

人
が
回
復
途
中
だ
っ
た
。

本
人
や
家
族
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
の
関
係
を
疑
っ

て
学
校
に
既
に
伝
え
て
い

る
例
が
主
な
対
象
で
、
新

た
な
聞
き
取
り
調
査
の
実

施
は
求
め
な
か
っ
た
と
い

う
。
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